
(1）

昨
年
三
月
「
史
料
館
報
」
を
発
刊
案
を
提
出
し
、
公
表
を
し
た
。
と
れ

し
て
か
ら
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
去
っ
ら
を
め
ぐ
っ
て
歴
史
関
係
の
諸
学
会

た
⑥
し
か
し
こ
の
一
年
ほ
ど
史
料
の
よ
り
批
判
の
運
動
が
起
り
、
結
局
は

保
存
と
利
用
を
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
第
六
期
の
学
術
会
議
で
は
結
論
を
出

た
こ
と
は
最
近
に
左
く
、
当
館
と
し
す
に
至
ら
談
、
第
七
期
へ
申
し
送
り

て
も
史
料
を
保
存
し
利
用
に
供
し
て
に
蔵
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

い
る
立
場
か
ら
、
そ
の
責
任
を
痛
感
一
方
、
日
本
歴
史
学
協
会
に
お
い

さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
て
も
、
日
本
史
資
料
セ
ッ
タ
ー
特
別

す
で
に
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
中
間
案
を
発

が
、
日
本
学
術
会
議
人
文
社
会
科
学
表
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
案
の
骨

振
興
特
別
委
員
会
の
、
も
と
に
、
日
本
子
は
地
方
文
譜
館
の
設
立
を
進
め
る

史
資
料
セ
ン
タ
ー
小
委
員
会
が
設
け
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
資
料
の
保

ら
れ
て
、
各
地
域
の
国
立
大
学
等
に
存
措
置
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
セ
ン
ク
ー
を
設
置
す
．
る
具
体
案
と
の
よ
う
戒
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立

の
審
議
が
進
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
計
画
の
出
発
点
の
一
つ
に
は
、
既
存

る
。
蚕
た
、
国
立
史
料
（
サ
ー
ビ
ス
）
機
関
収
蔵
資
料
が
公
篇
、
平
等
利
用

セ
ン
タ
ー
推
進
協
議
会
が
そ
こ
に
一
に
供
せ
ら
れ
て
い
な
い
事
実
に
基
づ
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こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

＝

第
三
つ2

き
、
資
料
の
能
率
的
な
共
同
利
用
を

は
か
り
た
い
と
い
う
、
主
と
し
て
研

究
者
側
の
要
請
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
宏
ら
籏
い
。
左
か
で
も
津
田
秀

夫
氏
の
論
文
「
国
立
史
料
セ
ン
タ
イ

◆
・
０
《

問
題
に
関
す
る
若
干
の
所
見
」
（
歴

史
学
研
究
三
○
○
号
）
に
お
け
る
当

館
の
利
用
体
制
に
つ
い
て
の
二
、
三

の
指
摘
は
、
職
員
間
に
大
き
友
論
議

を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
学
界
に
お
け
る
史
料
の

保
存
と
利
用
を
め
ぐ
る
論
争
の
．
な
か

で
、
当
館
の
未
来
像
錘
確
定
し
て
い

く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
史
料
の
利

用
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
く
か
、
史

料
の
韮
礎
的
研
究
窓
中
核
と
し
て
い

く
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の

体
制
か
ら
出
発
す
．
る
に
は
困
難
で
は

あ
る
が
、
当
館
の
運
営
規
定
の
改
訂
、

研
究
体
制
の
整
備
、
朱
整
理
史
料
の

解
消
、
所
轄
機
関
へ
の
独
立
と
い
り
、

一
連
の
方
針
で
努
力
し
つ
つ
あ
る
。

他
方
、
民
俗
資
料
保
存
・
整
理
。
公

開
の
問
題
も
国
立
民
族
学
研
究
博
物

館
設
立
の
暁
に
は
明
確
な
方
向
が
出

る
と
思
う
。
当
館
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
読
者
の
御
意
見
が
寄
せ
ら

れ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

ｰ

史
料
展
示
会
荊
月
７
．
８
日
第
一

五
回
近
世
史
料
展
示
会
と
し
て

「
近
世
寺
院
史
料
展
－
出
羽
国
山

形
壼
瞳
寺
文
書
を
中
心
艇
１
」
を

当
館
で
開
催
。

史
料
所
在
調
査
‐
在
の
地
区
の
各
地

方
調
査
員
に
依
蛎
し
て
次
の
結
果

を
得
た
。
（
１
月
末
）
↓
滋
賀
県

（
江
頭
恒
治
氏
）
高
島
郡
マ
キ
ノ

町
浦
共
有
文
番
外
３
件
、
三
重
県

（
家
令
俊
雄
氏
）
松
阪
市
西
黒
部

小
学
校
所
蔵
史
料
外
２
住
兵
庫

県
（
今
井
林
太
郎
氏
）
尼
崎
市
貴

志
家
文
書
外
４
件
及
び
大
阪
市
福

島
区
中
堂
家
文
審
、
愛
知
県
（
中

村
栄
孝
氏
）
津
島
市
津
島
神
社
文

脅
、
‐
岡
山
県
（
谷
口
澄
夫
氏
）
倉

敷
市
藤
戸
町
中
鳥
家
文
書
外
６
件
・

刊
行
物
綱
年
３
月
所
蔵
史
料
目
録

蔦
十
二
集
と
し
て
陸
奥
国
弘
前
津

軽
家
文
書
目
録
を
発
行
の
予
定
。

な
蕊
前
年
厳
に
引
縦
侭
『
日
本

の
民
具
」
第
二
・
三
巻
（
腿
友
社

刊
）
の
発
行
に
協
力
。

研
究
集
会
９
月
”
日
～
扣
月
１
日

四
○
年
度
事
業
報
告

＝_
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当
館
で
は
収
蔵
史
料
（
文
書
、
記

、
阜
凸
。
一
‐
“
卓
Ｆ
寺
今
。

録
、
図
書
お
よ
び
生
活
用
具
〕
を
、
．

。
申
ａ
凸
“
◆
｝
ず
｝
４
ロ

研
究
者
に
対
し
て
研
究
に
資
す
る
目

的
で
、
で
き
得
喝
限
り
閲
覧
．
に
供
化

て
い
る
茅
へ
．
一
般
の
図
譜
舘
簿
に
ふ

ら
れ
る
生
・
唾
公
開
施
設
茶
人
損
弥

整
っ
て
い
厳
い
た
め
、
：
充
分
な
便
宜

１
９
－
↓

を
は
か
る
と
と
が
で
琶
壷
や
現
況
で

生
の
ブ
○
．
最
近
は
史
料
の
閲
覧
の
ほ
か
複
写

に
主
る
利
用
・
も
増
加
し
、
．
と
く
に
研

究
以
外
の
目
的
で
複
写
を
希
望
す
る

例
も
少
履
く
左
い
ぬ
そ
の
た
め
や
今

後
当
館
の
史
料
が
営
利
の
た
め
に
使

用
さ
れ
、
著
作
権
の
問
題
が
起
っ
た

り
、
当
館
職
員
の
業
務
に
支
障
を
き
，

た
す
こ
と
が
左
い
主
う
複
写
心
得
を

改
め
る
方
針
を
も
っ
て
い
る
。
以
下

そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
。

１
複
写
は
主
と
し
て
調
査
研
究
に

使
用
す
る
場
合
に
便
宜
を
は
か

る
。

２
複
写
と
は
写
真
撮
影
、
複
製
、

模
写
、
模
造
を
い
う
。

ａ
複
写
を
希
望
す
る
者
は
「
史
料

史
料
の
複
淳
旬
貸
出
に
つ
随
て

一

剛
旧
押
Ｗ
ｌ
ｌ
Ⅲ
冊
而
川
鵬
昨
岬
帷
防
Ⅲ
け
↑ 複

写
許
可
願
』
（
当
館
に
用
紙
Ｒ
複
写
物
を
掲
載
す
る
時
は
そ
の

あ
り
）
を
提
出
し
許
可
を
受
け
つ
ど
「
写
真
掲
載
許
可
願
」

る
こ
と
。
．
（
当
館
に
用
紙
あ
り
）
．
を
提
出

４
複
写
の
対
象
は
当
館
の
所
蔵
史
『
：
じ
許
可
を
う
け
る
こ
と
。
・

料
に
限
ら
れ
る
が
、
寄
託
史
料

・
や
著
作
権
の
ち
ぢ
史
料
は
そ
れ
史
料
の
貸
出
は
原
則
と
し
て
一
般

一
申

，
そ
れ
寄
託
者
へ
著
作
権
所
有
者
に
対
・
し
て
は
行
溌
“
っ
て
い
雇
い
。
…
し

・
が
ら
の
複
写
承
諾
書
を
添
付
し
か
し
公
共
機
関
に
対
し
て
は
、
研
究

な
け
れ
ば
複
写
の
対
象
と
は
な
も
し
く
は
史
料
に
関
す
る
知
識
の
啓

：
ら
な
い
。
蒙
普
及
に
役
立
つ
場
合
、
そ
の
他
館

逼
営
荊
の
提
め
の
複
写
（
特
別
複
長
が
泌
要
と
認
め
た
場
合
、
条
件
を

写
）
．
に
限
ら
ず
、
．
研
究
利
用
の
付
し
て
貸
幽
す
こ
と
も
あ
る
。
４

－
コ
Ｑ
も
。
。

、
複
写
（
一
般
複
写
）
で
強
、
館
‘
特
例
と
し
て
貸
出
を
希
望
す
る
者

長
か
不
適
当
と
認
め
た
場
合
に
は
、
ｔ
借
用
希
望
の
理
由
、
２
借
用

は
複
裳
が
許
可
さ
れ
な
い
。
、
希
望
史
料
名
、
数
量
、
ぶ
借
用
期
間
、

＆
複
写
の
時
は
当
館
内
で
職
員
の
４
輸
送
方
選
良
借
用
中
の
保
管
お

指
示
に
し
た
が
っ
て
行
左
う
と
よ
び
賠
償
の
方
法
、
画
貸
出
希
望
機

。
－
．
叩

と
。
紛
失
、
破
損
、
汚
損
の
場
関
奮
奉
》
よ
び
責
任
者
名
、
を
明
記
膠

合
は
賠
償
を
請
求
す
る
。

だ
願
書
を
当
館
館
長
宛
に
二
部
提
出

Ｚ
複
写
物
か
ら
の
引
用
左
ど
を
す
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
玩
お
賛
出
可

る
場
合
、
原
史
料
が
当
館
に
係
否
等
の
審
査
に
約
一
か
月
を
要
す
る

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
、
の
で
ぞ
の
旨
心
得
ら
れ
た
い
。

無
断
で
再
複
製
、
諌
刻
、
販
売
、

瘤
・
眉

刊
行
を
し
《
て
は
な
ら
蔵
い
。
・
；
、
１
，
；
、

８
一
般
複
写
は
原
則
と
し
て
無
料

琴

で
あ
る
が
、
特
別
複
写
の
場
合

は
別
に
定
め
た
料
金
を
文
部
省

会
計
課
に
納
入
す
る
こ
と
。

"

一

…

一

の
日
本
図
書
館
協
会
全
国
公
共
図

書
館
研
究
集
会
（
於
富
山
市
）
に

館
員
藤
村
が
参
加
（
報
告
別
項
）
・

制
月
弱
小
刀
白
の
全
国
博
物
館
犬
、

会
（
於
東
京
国
立
博
物
館
）
に
館

員
中
村
が
参
加
。

三
井
文
庫
の
移
娠
昭
和
塑
年
に
旧

室
井
文
庫
の
施
設
を
買
上
げ
工
文

部
省
史
料
館
と
し
た
時
か
ら
、
？
そ
血

の
一
部
を
受
託
し
て
来
た
．
同
文
庫

所
蔵
史
料
を
も
と
に
、
三
井
文
庫

の
再
建
が
・
企
画
さ
れ
た
の
は
昭
和

弘
年
１
月
で
あ
っ
た
。
・
そ
の
後
か
‐

移
管
並
に
移
転
に
伴
う
諸
種
の
懸

案
事
項
の
解
決
に
数
年
を
要
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
両
者
の
了
解
が
成

立
し
、
〈
９
月
塑
日
全
部
の
史
料
等

を
新
築
の
三
井
文
庫
（
中
野
区
上

高
田
五
－
一
六
）
・
へ
搬
出
し
だ
。
、

て
の
瞳
か
、
仰
月
末
に
絃
本
館
書
庫

の
メ
ヂ
堯
ロ
ン
煉
蒸
に
塁
る
全
館
消

毒
を
実
施
じ
た
。
ま
た
、
新
収
史
料

の
整
理
Ⅷ
、
調
査
溌
ど
の
平
常
執
務
心

一
間
侭
年
間
一
℃
二
五
人
、
約
一
手
件

の
閲
覧
出
納
と
、
品
川
区
教
育
会
議

ど
の
見
学
者
を
受
付
け
た
。
“

『
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と
く
に
県
庁
の
文
書
破
棄
に
図
書
館
管
衰
ど
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
が
、

地
方
行
政
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
員
が
立
ち
会
う
と
と
蛮
理
ら
れ
た
。
時
間
の
都
合
も
あ
り
具
体
的
成
果
を

ま
た
受
入
の
事
務
簡
素
化
の
た
め
登
得
る
に
は
至
ら
左
か
つ
た
。

‐
全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会
に
参
加
し
て
Ｉ

録
せ
ず
に
受
入
番
号
の
み
で
処
理
す
五
、
図
書
館
と
史
料
セ
ン
タ
ー
の
問

昭
和
四
○
年
九
月
二
九
日
－
一
○
一
般
の
も
の
、
狭
義
に
は
国
お
態
び
る
例
も
報
告
さ
れ
て
い
た
つ
整
理
に
題
公
共
図
書
館
と
し
て
の
立
場
か

月
一
日
に
富
山
県
民
会
館
で
全
国
公
そ
の
出
先
機
関
を
含
む
地
方
行
政
機
当
っ
て
は
、
保
管
さ
れ
て
い
た
形
を
ら
各
種
各
様
の
意
見
が
開
陳
さ
れ
た

共
図
懲
館
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
、
関
で
作
製
さ
れ
た
地
方
行
政
に
関
す
崩
さ
左
い
で
、
配
架
番
号
を
つ
け
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
家
問
題
が

当
館
か
ら
も
こ
れ
に
特
別
参
加
し
た
。
る
資
料
で
あ
り
、
郷
土
資
料
の
う
ち
が
、
分
類
内
を
年
代
順
と
す
る
、
県
討
議
さ
江
た
。
図
書
館
が
現
在
ま
で

研
究
課
題
は
「
地
方
行
政
資
料
の
収
の
行
政
資
料
と
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
庁
の
課
の
統
廃
合
は
あ
っ
て
も
で
き
史
料
を
取
扱
っ
て
き
た
事
実
は
評
価

集
と
管
理
」
で
、
昭
和
三
五
年
ご
ろ
っ
た
が
、
年
代
の
上
限
は
明
治
元
年
、
る
だ
け
県
文
書
分
類
表
に
よ
っ
て
行
さ
れ
左
け
れ
ば
蔵
ら
ず
、
将
来
の
問

か
ら
研
究
の
蓄
祇
が
さ
れ
て
い
た
由
廃
藩
置
県
の
同
四
年
、
市
町
村
制
実
淀
う
と
い
う
意
見
ば
参
考
と
な
っ
た
。
題
と
し
て
は
、
現
在
所
蔵
し
て
い
る

で
あ
る
。
図
譜
館
と
当
館
と
の
業
務
施
の
同
二
二
年
の
三
案
が
出
て
、
は
さ
ら
に
昭
和
三
○
年
以
降
の
フ
プ
イ
史
料
の
帰
属
、
文
掛
館
と
図
掛
館
の

内
容
に
多
少
の
相
異
が
あ
る
た
め
、
っ
き
り
し
た
結
論
は
得
ら
れ
蔵
か
つ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文
書
の
整
提
携
、
国
、
県
、
市
町
村
立
の
各
図

討
議
事
項
の
う
ち
理
解
の
至
ら
家
い
た
。
理
の
困
難
が
論
ぜ
ら
れ
た
。
一
般
刊
行
蕃
館
に
お
け
る
相
互
処
理
、
図
書
館

点
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
要
は
次
の
二
、
地
方
行
政
衛
料
の
収
集
（
ｉ
収
物
は
「
生
の
資
料
」
と
別
個
に
取
扱
の
予
算
費
目
と
文
書
館
の
問
題
寂
ど

如
き
も
の
で
あ
る
。
集
の
範
囲
２
収
集
の
方
法
３
収
い
、
地
域
性
を
加
味
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
で
で
、
い
ず
れ
も
未
解
決
の
蚕
ま
持
ち

一
、
地
方
行
政
資
料
の
定
義
（
ｔ
位
集
の
協
力
）
収
集
の
範
囲
は
市
町
分
類
し
、
カ
ー
ド
よ
り
も
詳
細
歳
月
と
さ
れ
た
。

置
づ
け
２
範
囲
＆
種
類
）
図
村
立
図
書
館
は
県
庁
と
県
立
各
種
機
録
の
刊
行
が
望
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
地
方
行
政
資
料
を
含
め

書
館
の
郷
士
資
料
と
も
関
連
し
て
、
関
の
実
態
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
、
目
録
に
Ｎ
Ｃ
Ｒ
を
そ
の
ま
叢
適
用
す
て
、
史
料
の
消
滅
防
止
の
た
め
に
図

地
域
社
会
に
毒
け
る
社
会
教
育
的
見
そ
の
た
め
に
各
図
書
館
の
相
互
協
力
る
こ
と
は
再
考
を
要
す
る
左
ど
の
意
…
書
館
、
ま
た
当
館
も
努
力
し
て
い
る

地
と
県
庁
・
家
別
文
書
左
ど
「
生
の
が
必
要
と
さ
れ
、
童
た
収
集
す
る
資
見
が
出
さ
れ
た
。
が
、
国
家
的
見
地
か
ら
承
ん
ら
か
の

資
料
」
の
保
存
利
用
的
見
地
と
が
討
料
の
保
存
基
準
に
よ
る
選
択
が
問
題
四
、
地
方
行
政
資
料
の
管
理
と
利
用
対
策
を
左
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
、

論
に
反
映
し
、
論
議
は
複
雑
多
岐
に
と
左
っ
た
・
収
集
に
は
条
令
化
を
漸
（
ｉ
管
理
２
利
用
）
収
集
資
料
玄
た
そ
の
ょ
・
う
左
気
運
も
出
て
く
る

わ
た
《
↑
た
。
県
庁
文
書
を
刊
行
者
・
進
的
に
進
め
る
こ
と
が
希
望
さ
れ
た
。
の
保
存
基
準
、
県
庁
側
の
必
要
上
に
く
き
で
は
な
い
か
と
患
わ
れ
た
。

主
題
の
い
ず
れ
を
基
準
と
し
て
整
理
三
、
地
方
行
政
資
料
の
整
理
（
ｔ
受
よ
る
公
湧
・
非
公
開
の
区
別
、
製
本
本
研
究
集
会
で
取
・
ｐ
上
げ
ら
れ
た

す
る
か
も
問
題
と
茂
っ
た
。
入
２
目
録
＆
分
類
４
合
同
目
化
、
副
本
の
作
製
と
貸
出
、
「
生
の
諸
問
題
瞳
、
当
館
に
と
っ
て
も
重
要

資
料
の
内
容
の
定
義
と
し
て
は
、
録
〈
総
管
・
所
在
慣
録
娠
ど
〉
）
資
料
」
と
裁
判
の
関
係
、
紛
失
防
止
左
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
有

広
義
に
は
地
方
行
政
に
関
す
る
公
私
県
庁
各
課
と
図
審
館
の
連
絡
の
必
要
、
策
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
主
る
保
益
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

‐
》

（
）
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収
蔵
資
料
に
付
票
を
つ
け
て
保
存
さ
れ
た
。

す
る
と
と
は
、
。
第
一
瞳
、
個
体
の
識
第
三
の
形
式
民
博
時
代
、
こ
の

別
が
容
易
で
あ
り
、
第
二
に
、
あ
わ
形
式
・
は
、
さ
ら
に
複
雑
と
左
り
、
同

せ
て
、
調
査
記
録
等
に
当
る
こ
と
左
大
の
付
票
に
、
種
類
、
製
作
地
、
所

く
、
直
接
今
資
料
の
主
要
な
属
性
を
用
者
、
収
蔵
年
月
日
、
寄
贈
者
、
術

認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ひ
考
柵
が
新
譜
さ
れ
、
記
入
箇
所
は
一

ろ
く
、
行
わ
れ
て
い
る
。

、
四
項
目
と
瀧
，
、
こ
こ
に
現
行
付
票

し
か
し
、
そ
の
形
式
、
書
式
は
、
の
形
式
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

必
ず
し
も
一
定
で
覆
い
。
例
え
ば
￥
こ
れ
ら
項
眉
の
記
入
は
、
元
帳
た
る

当
館
資
料
に
徴
し
て
も
、
旧
ア
チ
ッ
「
民
具
標
本
収
蔵
原
簿
」
よ
り
娠
記

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
時
代
よ
り
財
団
し
、
ま
た
、
採
集
記
録
と
し
て
の

法
人
日
本
民
族
学
協
会
時
代
に
到
る
「
採
集
調
査
票
」
を
参
照
し
蕊
記

間
、
お
よ
そ
三
度
の
大
改
訂
か
加
え
紋
詳
細
を
極
め
る
場
合
も
能
じ
る

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
一
蝿
す
な
わ
ち
、
“
い
に
・
至
っ
た
。
名
称
（
呼
称
）
を
片
仮

第
一
の
形
式
ア
・
チ
ッ
ク
初
期
の
名
書
き
と
し
、
種
類
（
一
般
名
称
）

収
集
品
涯
誹
え
、
・
・
荷
札
を
刑
用
す
る
、
を
漢
字
、
ま
た
は
、
平
仮
名
書
き
と

も
の
。
響
式
も
《
思
い
・
箇
驚
ま
翁
呼
ず
る
規
則
も
採
用
さ
れ
た
。
友
誇
、

称
、
採
集
地
、
用
途
な
ど
摘
記
童
矛
。
こ
の
付
票
は
海
外
の
民
族
資
料
に
つ

第
二
の
形
式
《
や
が
．
て
、
資
料
も
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ

次
第
に
増
加
し
、
、
付
票
形
式
を
一
定
・
て
い
…
た
の
．
定
泌
・
ろ
●
。

化
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
・
第
四
の
形
式
↓
そ
⑳
他
副
一
血
長

や
や
厚
手
の
紙
に
、
収
蔵
番
号
、
所
さ
一
一
品
の
か
札
を
用
い
た
も
の
が
若

蔵
箇
所
（
棚
番
号
）
：
、
呼
称
、
採
集
’
千
見
出
さ
れ
る
。
日
本
青
年
館
旧
蔵

地
，
採
集
隼
月
日
等
の
記
入
欄
謹
設
の
標
本
か
、
採
集
番
号
と
名
称
を
簡

け
、
横
書
き
の
潴
酒
な
付
票
が
用
意
単
に
記
入
す
る
。

民
俗
資
料
の
保
存
管
理
八
付
票
Ｖ

雲

さ
て
、
当
館
で
は
現
在
、
原
則
と

し
て
付
票
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
主
と
し
て
、
．
次
の

如
く
で
ぁ
為
。

一
、
従
来
の
形
式
の
付
票
は
案
外
破
れ

や
す
く
、
剥
離
し
や
す
い
こ
と
。

美
展
示
中
、
付
票
を
と
っ
て
陳
列
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
誤
っ
て
付
替

え
ら
れ
た
場
合
、
無
用
の
混
乱
を

霞
ね
く
と
と
。

三
記
入
に
意
外
の
手
間
龍
要
す
る
こ
と
。

画
コ
ヱ
ト
高
に
つ
・
く
鐘
と
。
⑳

蚕
原
簿
ぷ
り
転
写
の
場
合
、
誤
記
が

起
り
や
す
く
、
混
乱
漆
生
ず
る
こ

と
（
記
入
項
目
欄
が
多
い
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
と
の
可
能
性
を
高
め
る
）

表
個
体
の
識
別
は
、
貴
料
に
直
接
、

収
蔵
番
号
を
書
き
入
れ
、
写
真
、

計
測
な
ど
を
記
録
化
す
る
こ
と
に

よ
・
っ
て
照
合
承
し
得
る
こ
と
。

黄
当
館
の
学
術
資
料
保
存
、
利
用
の

・
現
状
に
鑑
み
、
と
く
に
、
付
票
を

附
す
る
必
要
の
生
ぜ
ざ
る
こ
と
。

等
を
。
‐

註
た
だ
し
、
ア
シ
ナ
カ
調
査
の

際
、
調
査
票
を
加
味
し
た
一
種

↑
の
付
票
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の

詳
細
は
八
調
査
記
録
Ｖ
項
に
ゆ

ず
る
。
．

＝

T"=｡""
1．所蔵箇所

2．収蔵番号

§3‘種類(一般名称）
侭4．名称（呼称）

l:"":

（
５
頁
下
段
よ
・
〃
続
く
）
・

に
向
か
っ
て
、
浅
井
潤
子
を
中
心
に

「
大
名
文
書
の
分
類
］
を
テ
ー
マ
庭

一
，
二
月
一
三
日
“
雪
・
月
括
日
・
一
二

日
、
二
月
九
日
と
四
回
の
研
究
会
冷

重
ね
た
。
こ
の
成
果
が
定
着
し
て
い

く
こ
と
を
、
強
く
念
願
し
て
い
る
。

Japan.

一
一

一
一
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(5）

◇
研
究
体
制
を
ど
う
組
む
か
・

元
来
、
近
世
史
料
の
収
集
：
保
存

荊
用
・
史
料
へ
の
理
解
（
啓
蒙
）
を

通
じ
て
史
学
の
研
究
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
じ
て
い
る
（
文
部
省
設
置

法
施
行
規
則
第
一
二
条
）
当
館
は
、

現
状
で
鐘
閲
覧
機
関
、
研
究
機
関
、

保
存
機
関
の
ど
の
一
つ
の
体
制
に
も

徹
し
て
い
蔵
い
。
し
か
し
、
日
進
月

歩
の
「
史
学
の
研
究
に
資
す
る
」
た

め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
運
営
の
中
心
に

い
る
研
究
職
員
が
、
研
究
者
と
し
て

欄
極
的
に
近
世
史
研
究
に
従
蛎
で
き

る
、
主
体
的
・
零
槻
的
条
件
の
具
備

が
第
一
に
必
要
で
あ
る
。
問
題
は
、

そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
近
世
史

研
究
一
般
で
は
承
て
、
学
問
的
批
判

に
た
え
う
善
貧
機
関
と
し
て
の
独
自

淀
史
料
研
究
の
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
任
意
の
研
究

者
の
、
つ
み
重
ね
の
・
な
い
議
論
か
ら

は
生
童
れ
て
来
左
い
。
機
関
と
・
し
で

の
研
究
体
制
が
無
い
と
こ
ろ
で
の
、

収
集
も
整
理
背
基
本
的
唇
ぼ
あ
り
得

籏
い
・

館
内
研
究
活
動
報
告

こ
う
し
た
認
識
は
、
毎
年
度
の
事

業
計
画
を
決
め
る
定
例
会
議
の
議
論

が
、
常
に
と
の
機
関
の
性
格
・
運
営

の
基
本
方
針
に
立
ち
戻
っ
て
し
．
ま
う

こ
と
へ
の
深
刻
な
反
省
に
基
づ
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
研
究
体

制
を
組
む
た
め
に
、
当
館
で
は
、
ま

ず
第
一
に
は
研
究
業
務
を
中
心
と
す

る
運
営
要
項
の
改
訂
案
の
検
討
・
作

成
を
、
第
二
に
隙
研
究
機
関
指
定
へ

の
予
算
要
求
を
続
け
て
い
る
唇
と
の

要
求
は
、
不
幸
に
し
て
ま
だ
実
現
す

る
徴
候
が
漁
い
。

◇
機
関
研
究

三
九
・
四
○
両
年
度
に
行
表
っ
た

機
関
研
究
は
、
右
の
路
線
の
一
つ
と

し
て
、
館
員
の
共
同
研
究
体
制
を
作

る
た
め
の
重
要
承
布
石
と
考
え
て
い

る
。
既
存
の
研
究
機
関
が
研
究
の
物

的
要
件
の
整
備
・
充
実
の
た
め
に
行

溌
う
場
合
と
、
ネ
ヅ
ー
ト
に
お
い
て

大
変
に
遮
っ
て
い
る
。
近
時
の
人
員

削
減
も
あ
り
、
本
務
以
外
の
庶
務
的

用
務
の
増
大
が
研
究
の
推
進
を
渋
滞

さ
せ
て
い
る
が
、
‐
閥
Ｑ
嫌
の
状
況
を

雲

は
、
著
名
承
商
人
司
築
田
家
の
伝
来
洲
本

文
譜
の
ほ
か
、
町
検
断
坂
内
家
旧
蔵
の
‐
一

文
書
（
市
立
図
書
館
蔵
）
お
よ
び
藩
田
町

政
史
料
の
基
礎
調
査
を
行
雇
い
、
菜
↑
・
さ
獅

田
家
文
書
の
前
半
を
撮
影
し
た
。
次
に
当

恥
で
鳥
取
図
譜
館
の
池
田
家
文
庫
の
こ
れ

財
政
・
町
政
関
係
史
料
を
調
査
し
た
。
難
孝

同
地
は
町
方
史
料
が
欠
損
し
て
い
る
そ
内

の
で
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
調
業
仇

査
は
望
め
な
い
。
前
後
し
て
基
礎
調
し
て

査
に
当
っ
た
甲
府
は
、
検
討
の
結
果
、
蔵
老

主
調
査
地
か
ら
除
く
こ
と
に
な
っ
た
。
査
巌

さ
ら
に
岡
山
出
張
で
は
、
岡
山
大
学
謝
仇

図
謹
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
、
市
立
図
ら
、

蕃
館
域
国
富
文
庫
を
調
査
し
た
ほ
か
の
鍵

町
方
史
料
の
発
掘
に
当
っ
た
が
、
後
る
。

者
の
成
果
は
今
後
と
も
望
め
そ
う
に
◇
史

歳
い
◇
§
中

秋
季
の
第
二
次
岡
山
調
査
で
は
、
た
大

。
「
撮
妄
録
」
・
「
市
政
提
要
』
．
っ
参

「
留
帳
」
・
国
富
文
書
を
含
め
両
図
自
衛

謬
館
の
主
要
文
書
の
撮
影
に
当
っ
た
。
瑞
鴎

第
一
夜
も
合
計
し
て
フ
イ
ル
ム
（
百
企

吹
）
一
五
零
に
達
す
る
。
‐
と
の
直
後
、
文
誕

蕊
田
蒙
の
格
別
の
好
意
に
恋
，
「
脚
一

戸
■
令
申
●
今
Ｐ
寸

白
●
函

鳶

；
罐
、

概
略
報
告
し
て
考
・
き
た
い
（
前
号
参

照
）
。
．

八
月
ま
で
に
、
ま
ず
会
津
若
松
で

、’
ー

用
日
記
」
九
○
冊
の
貸
出
を
得
て
、

二
四
本
の
フ
イ
ル
ム
に
収
め
た
。
続

い
て
昨
年
度
に
続
く
第
二
次
糸
魚
川

洲
査
を
契
機
に
、
総
町
年
寄
小
林
家

の
崎
御
用
留
」
（
全
八
五
冊
）
、
新

田
町
名
主
池
原
家
文
書
の
携
出
を
許

さ
・
れ
ぇ
館
内
で
総
計
三
五
本
の
撮
影

に
当
っ
た
。
補
修
を
続
け
蔵
が
ら
の

こ
れ
ら
の
史
料
撮
影
は
ま
こ
と
に
困

難
を
き
わ
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
一
見
、
初
歩
的
な
共
同
作

業
の
葱
か
か
ら
新
し
い
体
制
を
見
出

し
て
行
き
た
い
。
同
時
に
、
史
料
所

蔵
者
各
位
を
始
め
、
今
回
の
研
究
調

査
に
御
協
力
下
さ
っ
た
方
に
厚
く
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ

ら
の
好
意
に
応
え
る
た
め
に
も
調
査

の
結
果
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い

ツ
ね
。

◇
史
料
研
究
会

史
料
の
分
類
・
整
理
を
主
題
に
し
、

た
本
館
研
究
会
も
、
今
年
漢
に
始
ま

っ
た
新
し
い
意
欲
的
方
向
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。
第
一
回
は
、
大
野

瑞
男
「
史
料
の
分
類
整
理
の
前
提
」

（
七
月
一
六
日
）
、
続
い
て
津
軽
家

文
書
目
録
作
成
と
い
う
具
体
的
目
標

（
以
下
４
頁
下
段
へ
続
く
）
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美
濃
国
多
芸
郡
高
田
町
千
秋
家
文
書
（
地
主
）

武
蔵
国
川
越
（
後
二
出
羽
国
山
形
）
福
井
家
文
書
（
秋
元
藩
士
）

常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
（
土
浦
藩
主
）

※
越
後
国
頚
城
郡
川
上
村
松
岡
家
文
書
（
庄
屋
）

美
濃
国
多
芸
郡
志
津
村
高
木
家
文
書
（
名
主
）

蕪
和
泉
国
日
根
郡
佐
野
村
食
野
家
文
書
（
地
主
）

※
住
友
家
大
名
貸
証
文
類
（
旧
蔵
地
不
明
）
（
両
替
商
）

※
日
本
総
図
一
鋪

※
近
江
国
甲
賀
郡
妙
感
寺
村
奥
村
家
文
撫
（
庄
屋
）

※
伊
賀
国
名
張
郡
夏
見
村
深
山
家
文
鶴
（
庄
屋
）

※
越
中
国
新
川
郡
吉
島
村
神
保
家
文
書
（
御
扶
持
人
．
＋
村
並
）

美
濃
国
石
津
郡
市
之
瀬
村
季
曉
家
文
書
（
庄
屋
）
‐

近
江
国
甲
賀
郡
田
堵
野
村
大
原
家
文
書
（
甲
賀
古
士
）

信
濃
国
佐
久
郡
御
馬
寄
村
町
田
家
文
審
（
名
主
）

武
蔵
国
多
摩
郡
連
光
寺
村
富
沢
家
文
審
（
名
主
）

武
蔵
国
多
摩
郡
後
ケ
谷
村
杉
本
家
文
書
（
名
主
）

信
州
高
嶋
藩
領
村
々
宗
門
改
帳

伊
勢
国
松
坂
比
佐
古
文
庫
旧
蔵
商
業
史
料

尾
張
国
名
古
屋
知
多
屋
文
誉
（
商
家
）

※
武
蔵
国
多
朧
郡
八
王
子
河
野
家
文
書
（
旗
本
・
千
人
頭
）
・

近
江
国
蒲
生
郡
古
川
村
中
島
家
文
譜
（
庄
屋
）

信
濃
国
安
曇
郡
保
高
町
村
小
川
家
文
謹
（
庄
屋
）

信
濃
国
筑
摩
郡
今
井
村
桃
井
家
文
蕃
（
名
主
）

和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
谷
豊
田
村
小
谷
家
文
書
（
割
元
庄
屋
）

※
遠
江
国
山
名
郡
久
津
部
村
文
書
（
庄
屋
）

所
蔵
史
料
一
覧
概
表
○

… 但
蒐
蔵
年
度
順
、
※
印
は
点

数
百
点
以
下
の
少
数
史
料
、

○
印
数
字
は
既
刊
目
録
集
数

※
紀
伊
国
牟
我
郡
新
宮
水
野
家
文
醤
（
紀
州
藩
士
）

美
作
国
西
北
条
郡
田
辺
卿
西
一
宮
村
中
島
家
文
醤
（
唾
屋
）

美
濃
国
多
芸
郡
大
場
村
松
永
家
文
欝
（
庄
屋
）

※
伊
勢
国
多
気
郡
斉
宮
村
乾
家
文
書
（
神
領
庄
屋
）

三
河
国
八
名
郡
乗
本
村
菅
沼
家
文
書
（
名
主
）

京
都
徳
大
寺
家
文
書
（
公
卿
）

信
濃
国
高
井
郡
東
江
部
村
山
田
家
文
書
（
名
主
）
、
③

長
門
国
厚
狭
郡
際
波
村
三
隅
家
文
書
（
庄
屋
）

越
後
国
蒲
原
郡
石
塚
・
深
町
・
金
沢
村
文
書

美
濃
国
多
芸
郡
根
古
地
新
田
村
文
書
（
庄
屋
）

※
尾
張
国
名
古
屋
井
桁
屋
三
輪
家
文
脅
（
商
家
）

武
蔵
国
多
朧
郡
連
光
寺
村
富
沢
分
家
文
掛
（
旗
本
天
野
氏
給
地
賄
名
主
）

武
蔵
国
多
雌
郡
寺
方
村
佐
伯
家
文
瀞
（
名
主
）

美
濃
国
本
巣
郡
曾
井
中
島
村
青
木
家
文
書
（
庄
屋
）

※
美
濃
国
厚
見
郡
日
野
新
田
村
村
瀬
家
文
書
（
庄
屋
）

※
武
蔵
国
足
立
郡
桶
川
町
府
川
家
文
書
（
宿
問
屋
・
町
名
主
）

京
都
久
世
家
文
緋
（
公
卿
）

武
蔵
国
多
摩
郡
中
和
田
村
石
坂
家
文
書
（
名
主
）

※
上
総
国
長
柄
郡
粟
生
野
村
秋
葉
家
文
書
（
名
主
）

※
武
蔵
国
豊
島
郡
三
河
島
村
松
本
家
文
書
（
名
主
）

越
中
国
上
新
川
郡
萩
原
村
黒
田
家
文
書
（
肝
煎
）

信
濃
国
小
県
郡
禰
津
西
町
村
高
橋
家
文
書
（
商
家
）

※
近
江
国
坂
田
郡
醒
ケ
井
村
（
宿
）
文
醤

※
越
前
国
丹
生
郡
新
保
浦
両
林
家
文
番
（
浦
庄
屋
）

※
信
溌
国
安
鍵
郡
渋
田
見
村
師
岡
家
文
書
（
庄
屋
）

※
羽
前
国
西
村
山
郡
新
宿
村
今
井
家
文
書
（
地
主
）

京
都
万
屋
小
堀
家
文
書
（
両
替
商
）

※
美
濃
国
本
巣
郡
文
珠
村
文
書

‐
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群
馬
県
庁
栗
料

新
潟
県
刈
羽
郡
や
東
頚
城
郡
下
村
を
欝
類

※
近
江
国
野
洲
郡
開
発
村
高
谷
家
文
書
（
材
木
商
）

近
江
国
蒲
生
郡
南
津
田
村
文
書
（
幕
末
村
方
史
料
・
戸
長
役
場
）

新
潟
県
罪
不
動
産
船
舶
公
証
譜
類
・

駿
河
国
庵
原
郡
今
宿
村
池
田
家
文
爵
（
名
主
〉

※
武
蔵
国
埼
玉
郡
袋
山
村
他
越
ヶ
谷
領
村
方
文
総
…

※
武
蔵
国
埼
玉
郡
酒
巻
村
年
賓
剖
付
状
“

※
京
都
三
条
家
文
書
（
公
卿
〉
導
・
↓
・
‐
．

※
越
後
国
蒲
原
郡
下
新
村
本
間
家
文
謹
‐
（
地
主
）
・

無
下
総
国
相
馬
郡
塚
埼
村
守
家
文
掛
（
紳
官
）

※
山
城
国
乙
訓
郡
長
野
新
田
村
三
宅
家
女
譜
．
（
庄
屋
）

陸
奥
国
白
川
郡
中
石
井
村
文
辮
（
名
主
）

⑦
出
羽
国
村
山
郡
山
形
宝
瞳
寺
文
霧
（
新
義
真
言
宗
寺
院
〉
：

下
総
国
北
相
馬
郡
河
原
代
村
木
村
家
文
謹
（
旗
本
士
屋
氏
給
地
賄
名
主
）

岡
山
・
広
島
・
鳥
取
県
下
諸
村
文
藩

※
信
溌
国
筑
摩
郡
神
戸
村
丸
山
家
文
撫
君
主
）

※
出
羽
国
村
山
郡
観
音
寺
村
岡
田
家
文
藩
（
名
主
）

※
出
羽
国
村
山
郡
大
町
村
文
書

大
和
国
吉
野
郡
中
増
村
文
書

兵
庫
県
津
名
・
三
原
郡
村
と
戸
長
役
場
書
類

美
濃
国
山
県
郡
東
深
瀬
村
林
家
文
鴇
（
庄
屋
）

※
美
濃
国
石
津
郡
内
記
村
伊
藤
家
文
辮
（
庄
屋
）

藻
美
濃
国
郡
上
郡
高
砂
村
小
酒
井
家
文
書
（
地
主
）
・

豪
三
河
国
額
田
郡
東
阿
知
和
村
内
田
家
文
書
（
額
田
手
永
大
庄
屋
）

蕪
三
河
国
碧
海
郡
刈
谷
太
田
家
文
書
（
新
田
地
主
）

越
後
国
刈
羽
・
頸
城
郡
下
村
女
及
諸
家
戎
書

※
三
河
国
碧
海
郡
小
垣
江
村
文
書
（
庄
屋
）

蕗

※
尾
張
国
丹
羽
郡
犬
山
鈴
木
家
文
雷
（
医
家
）

滋
賀
県
坂
田
郡
志
賀
浴
村
他
六
ケ
村
戸
長
役
場
書
類

近
江
国
蒲
生
郡
鏡
村
玉
尾
家
文
書
（
庄
屋
）
．
《

※
磐
城
国
白
川
郡
川
上
・
川
下
村
文
書
（
庄
屋
）
：

由
ゲ上
総
国
夷
隅
郡
押
日
村
小
高
象
文
書
（
名
主
一
医
家
）

濫
尿
都
二
条
家
文
藩
（
公
卿
）

凸
・
・
ｆ

・
Ｌ
今
夕
ｇ
酉
，
■

岐
阜
県
や
渦
郡
大
須
村
文
欝
（
戸
長
役
場
）
・
“

※
遠
延
国
胤
協
郡
村
を
免
状

※
寛
文
度
御
朱
印
目
録
留
全
一
七
冊

尾
張
国
海
西
郡
鯆
浦
村
木
下
家
文
費
（
地
主
）

※
若
狭
国
敦
賀
郡
敦
賀
平
山
家
文
番
（
商
家
）
函
，

甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻
村
井
尻
家
文
搭
（
洛
王
）

長
野
県
北
佐
久
郡
小
諸
町
叩
大
里
村
戸
長
役
場
欝
類

信
濃
国
佐
久
郡
芦
田
宿
今
井
家
文
費
へ
神
宮
）

美
濃
国
多
芸
郡
下
笠
村
諸
家
文
書
、

．
肥
前
国
小
城
鍋
島
家
文
書
．
（
小
城
藩
主
）

亀
山
藩
板
倉
氏
旧
蔵
伊
勢
国
国
絵
図
文
書
（
元
禄
度
国
絵
図
作
成
一
件
欝
類
）

※
越
後
国
頚
城
郡
行
野
村
横
尾
家
文
書
（
地
主
・
庄
屋
）

〉
鑿
伺
狭
国
上
中
郡
新
道
村
文
書
（
庄
屋
・
戸
長
）
：
‐

※
若
狭
国
上
中
郡
安
賀
里
村
岡
本
家
文
書
（
地
主
）

※
岐
阜
県
不
破
郡
荒
尾
村
土
屋
家
文
書
（
戸
長
）
・

京
都
平
松
家
文
書
（
公
卿
）

※
大
和
国
添
上
郡
櫟
本
村
文
書
（
庄
屋
↑
戸
長
）

※
三
河
国
額
田
郡
長
嶺
村
文
書
（
名
主
）
・

※
信
濃
国
佐
久
郡
内
山
村
文
書
へ
名
主
）

※
近
江
国
愛
智
郡
南
清
水
村
大
橋
家
文
書
（
庄
屋
）

※
三
河
国
幡
豆
郡
楠
村
文
書
（
庄
屋
）

（
以
下
次
号
）
‐

、
）

－－一
～
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年
に
至
る
史
料
で
あ
る
。
割
付
状
．
い
に
御
好
評
を
得
た
。
一
応
、
次
号

新
収
史
料
紹
介
御
触
留
玩
ど
の
村
方
史
料
の
ほ
か
、
人
事
異
動
宍
）
は
前
職
）
雪
藷
す
る
望
、
逐
次
主
要
史
料

同
人
が
文
久
三
年
に
叔
父
の
跡
式
を
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

信
州
佐
久
郡
海
尻
村
文
書
継
い
で
松
代
藩
御
城
番
組
と
左
っ
て
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
・
一
日
調
査
史
料
の
散
逸
防
止
に
つ
い
て
は
、

幕
領
の
村
方
文
書
で
、
寛
永
よ
り
か
ら
の
諸
史
料
を
含
ん
で
砿
る
。
・
員
所
三
男
任
期
満
了
以
前
か
ら
も
擾
望
は
強
い
の
だ
が
、

元
文
に
至
る
検
地
帳
写
、
貞
享
以
降
（
現
長
野
県
埴
科
郡
松
代
町
、
八
九
同
年
四
月
十
六
日
西
村
瑞
夫
（
学
具
体
的
な
対
策
は
容
虻
に
実
現
し
左

幕
末
ま
で
⑳
千
曲
川
誇
生
び
そ
の
支
冊
、
一
○
三
通
、
一
三
綴
）
生
課
）
当
館
勤
務
い
。
根
本
的
淀
解
決
を
謎
ら
左
い
と
、

流
の
川
除
や
橋
・
往
還
の
普
請
複
類
、
摂
州
三
島
郡
氷
室
村
吉
田
家
文
書
同
年
六
月
一
日
館
長
吉
里
邦
夫
は
将
来
必
ず
後
悔
す
る
だ
ろ
う
。

延
宝
以
降
の
年
貢
割
付
状
↑
皆
済
目
元
職
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
主
と
大
学
課
長
へ
転
出
し
、
須
田
八
郎
．
史
料
の
保
移
と
利
用
と
研
究
と
に

録
を
主
と
す
る
。
他
に
幕
末
の
稲
子
し
て
元
文
以
降
の
庄
屋
文
書
で
あ
る
。
（
技
術
教
育
課
長
）
が
就
任
，
；
従
事
す
る
機
関
が
、
そ
の
成
果
と
疑

痙
司

新
田
村
入
用
夫
銭
帳
五
冊
を
含
ん
で
年
貢
・
夫
食
・
拝
借
・
諸
普
請
お
ょ
同
年
十
一
・
月
十
五
日
遠
藤
武
退
職
、
問
点
を
相
互
に
交
換
し
て
関
連
を
強

い
る
．
（
現
長
野
県
南
佐
久
郡
南
牧
ぴ
六
ケ
村
入
会
虻
山
関
係
書
類
丘
ど
文
化
女
子
大
学
教
授
へ
転
出
め
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

村
海
尻
、
数
量
一
八
一
一
癖
、
二
三
が
主
壷
も
の
で
あ
る
。
小
作
・
家
計
同
年
十
二
月
一
日
調
査
員
に
逮
藤
前
号
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と

通
、
三
綴
、
三
枚
、
五
袋
、
・
一
括
）
関
係
の
私
文
書
も
含
む
。
；
（
現
大
阪
式
を
委
嘱
、
有
益
家
御
批
評
を
い
た
だ
き
感
謝
し

越
後
国
魚
沼
郡
下
船
渡
村
村
山
家
童
書
府
高
擬
市
氷
室
、
数
量
九
六
○
冊
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
十
六
日
小
和
て
い
る
ｐ
館
報
の
新
じ
い
企
画
に
反

天
領
村
庄
屋
文
書
（
但
し
蒲
天
和
二
九
通
、
二
四
綴
、
七
枚
、
一
括
）
田
武
紀
（
初
等
中
等
教
育
局
主
任
視
映
さ
せ
た
い
の
で
、
今
後
も
御
意
見

三
年
以
前
は
高
田
領
）
で
諺
貞
享
四
信
濃
国
松
代
藩
家
臣
薔
状
学
官
）
が
専
任
館
長
に
就
任
し
、
須
御
希
望
を
お
毒
せ
い
た
だ
き
た
い
。

年
以
降
の
年
貢
割
付
状
↑
安
永
以
後
同
藩
の
蕪
末
期
に
お
け
る
重
臣
山
田
八
郎
館
長
兼
務
を
免
ぜ
ら
る
。
近
く
新
し
い
要
覧
を
発
行
す
る
予

の
皆
済
目
録
の
ほ
か
、
貢
租
寸
用
水
・
寺
源
太
夫
（
常
山
）
へ
宛
て
た
、
家
定
籏
の
で
、
御
希
望
の
向
は
お
申
出

◎
編
集
後
記
◎

温
泉
普
請
等
に
関
す
る
枝
郷
分
を
含
老
真
田
図
譜
・
鎌
原
石
見
を
始
め
と

下
さ
い
・

一

む
村
方
の
訴
願
届
書
類
と
、
同
家
の
す
る
家
臣
ら
の
書
状
と
、
山
寺
の
蟹
．
第
一
号
を
出
し
て
か
ら
早
く
も
一

質
地
そ
の
他
の
貸
借
・
売
買
証
文
等
状
控
を
中
心
と
し
て
、
高
田
幾
太
・
年
。
と
の
第
二
号
は
、
も
っ
と
早
く

で
あ
る
。
（
現
新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
草
間
一
路
ら
の
腎
状
な
ど
で
あ
る
。
出
し
た
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
左
事

南
町
下
船
渡
、
数
量
六
冊
二
九
二
通
、
（
現
長
野
県
埴
科
郡
松
代
町
、
一
冊
、
情
で
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
所
帯

二
綴
、
三
鋪
、
五
枚
）
一
○
○
通
、
一
枚
、
二
綴
）
で
の
、
こ
う
し
た
情
報
活
動
の
む
ず
“

信
濃
国
埴
科
郡
東
条
村
相
沢
家
文
書
か
し
さ
を
痛
感
す
る
。

・
同
村
北
組
の
名
主
役
を
勤
め
た
相
所
蔵
史
料
一
覧
は
、
簡
略
す
ぎ
て

沢
宇
忠
治
家
の
文
政
末
か
ら
明
治
初
ゞ
・
実
効
の
薄
い
の
を
お
そ
れ
た
が
、
幸

ｰ

｜

’

』
．
》


